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Ⅰ．はじめに

現在，我が国の男性看護師は少ない現状にあり，看

護職者の多くは女性で占められている。日本看護協会1） 

の報告では，男性看護師の割合は約 5％程度で推移し，

2016 年看護師は総数 1,210,665 人であるのに対して，男

性看護職は 84,193 人であり，保健師においては総数

62,118 人に対して 1,137 人である。しかし，看護職を目

指す男性は，看護師で前年度より 73,968 人の増加，保

健師も 201 人と増加している傾向にある。

看護の歴史を振り返ると，近代看護以前は修道士や戦

地救護者としての男性看護者が多く存在していたとさ

れ，19 世紀の後半，ナイチンゲールによって近代看護

が確立された以降，「看護＝女性」という構図が出来上

がっていった2）といわれている。Sasa R によると，1919

年の看護師登録法（イギリス）は，男性の看護を禁じた

が，ナイチンゲールの看護教育改革は，事実上何年も前

に確立され，伝統と法律のこの強力な組み合わせは，性

別分離と看護の女性化の基礎となったと述べている。ま

た Sasa R は，女性は依然として看護を支配しており，

男性を職業に採用し，維持しようとする試みを困難にし

ていると指摘している3）。

このように男性看護師は近年増加傾向にあるものの，

看護職は，現在も女性中心の職業と言える。そのため，男 

性看護師はいまだに看護職におけるマイノリティであり， 

職業環境や職場風土の中で性差を踏まえた場合，就業モ

デルを得にくい状態下でのキャリア構築や，アイデン

ティティ形成の困難性が先行研究からも指摘されている4）。

吉津は，職業的アイデンティティは特に職業について

の自己の位置づけであると指摘し，髙橋も看護職のキャ

リア形成は単なる職業経歴ではなく，個人の職業生活全

体を包括し自らの能力向上を目指す自己実現への過程を

意味しているとし，さらに，個人のキャリア実現にはア
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イデンティティ形成を前提としていると述べている5）。

そのため，マイノリティである男性看護師のアイデン

ティティ形成が困難であることは，看護師としての自己

実現を制限することに繋がり，職業継続意欲に影響し他

の職業とは反対に，男性看護師においてはジェンダー不

平等により，キャリア形成過程が阻まれる可能性がある

ことが危惧される。

日本における男性看護師の研究を振り返ると，2009

年以降に多く6），キャリアに関する文献は 6 件7）と報告

され，近年増加傾向であることが窺える。また男性とし

ての役割期待が報告8）9）されていることは，ジェンダー

意識が根底にあることは払拭できないことが窺える。

さらに，キャリア形成に関する研究では，男性看護師

に特化したレビューは見当たらないと報告している10）。

そこで本論文では国内の先行研究を概観し，男性看護

師のキャリア形成に影響する要因を検討したので報告 

する。

Ⅱ．目的

男性看護師のキャリア形成に関する先行研究の分析を

通して，男性看護師のキャリア形成に影響する要因を検

討する。

Ⅲ．方法

1．先行研究探索の方法

看護系，医療系文献を搭載した医学中央雑誌 Web 版

（以下医中誌），CiNii にて「男性看護職師」と「キャリア」，

と「性差（性別因子）」と「キャリア」について AND

検索を行い，二つのデータベース間において重複する文

献，本研究の主旨とは内容の異なるものを除外した。

2．研究対象部分の抽出

対象とした論文を研究者相互間で抄読し，男性看護師

のキャリア形成やアイデンティティ確立に関わる部分に

ついて抽出し分析の対象とした。

3．分析方法

1）対象とした論文を研究者相互間で抄読し，概要整理

し一覧表を作成した。

2）質的帰納的内容分析を行った。分析には，Krippendorff

の分析手法11）を参考とした。具体的には，対象とした

論文を研究者相互間で抄読し，男性看護師のキャリア形

成やアイデンティティに関する記述部分について，内容

やカテゴリー名の表現を変えず，意味内容が損なわれな

い範囲で一文一意味となるように記述したものを 1コー

ドとした。

また，同一研究者の研究結果に複数の記述がある場合

は，それぞれを 1つのコードとして捉えた。そして，個々

のコードについて意味内容の類似性に基づき帰納的にサ

ブカテゴリー，カテゴリーと分類し命名した。なお，分

析にあたっては研究者間でカテゴライズ，命名について

確認し意見を統合させて客観性の確保に努めた。さらに，

同様の手法について熟達した研究者のスーパーバイズを

受けた。

なお，本稿では文献対象の研究であるため倫理審査を

不要と判断した。

2．用語の定義

1）男性看護師：看護師資格を保有し，現在看護師，保

健師として臨地及び教育機関などで看護師として就業し

ている男性。

2）キャリア：人の生涯にわたり，仕事に関連した諸処

の体験や活動を通して個人が自覚しうる態度や行動のつ

ながり（Hall12））。

3）キャリア形成：仕事を通して職業能力を習得すること。

ここでは看護師としての仕事を示す。

4）キャリアアップ：キャリアを発達させ，進学，昇給，

昇格なども含めて向上するさま。

5）キャリア支援：キャリア形成の影響要因と考えられ

る外的キャリア（選択した職種や組織から要請される具

体的な段階）と内的キャリア（個人がキャリアにおいて

主観的に遭遇し，経験する段階と課題）を考慮する必要

がある（Schein13），渡辺他14））。

Ⅳ．結果

医学中央雑誌 Web と CiNii の 2 つのデータベースを用

いて「男性看護師」と「キャリア」の AND 検索を行っ

た結果，合計 38 件が抽出された。また「性差（性別因子）」

と「キャリア」では合計 3件が抽出された。

この中から論文の種類を会議録除く原著論文に限定し

た。論文の内容では，文献レビューと解説や，本研究の

目的との関係がないもの，男性看護師を対象にしていな

いもの，医学中央雑誌 Web と CiNii 2 つのデータベース

で重複する文献を除外した 22 件が対象論文となった。

1．論文の概要

22 件の論文の研究目的，対象者，方法については表 1

の通りであった。

発表年は，2017 年が 9件，2016 年 3 件，2015 年 1 件，

2014 年 3 件，2013 年～ 2010 年が 6件であった。対象者

を男性看護師に限定した論文は 14 件であり，看護師を

対象とし，男女の比較もしくは性差についての記載がみ

られたものは 6 件であった。1 件は看護師を含む男性医

療・介護職を対象とした論文もあった。
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表 1　対象論文研究概要

文献 
番号

著者名 論文タイトル 発表年 研究目的 対象 方法

1
内海知子，細原正子， 
近藤真紀子

医療・福祉職として働く男性のキャリ

ア形成に関する検討
2010

医療・福祉職として働く男性に共

通するキャリア形成め因子構造を

確認し，キャリア形成についての

職種間比較

看護師，診療放射線技師，臨床検

査技師，理学療法士，臨床工学技

士，薬剤師，救急救命士，介護福

祉士の男性

質問紙質問紙 
／記述統計

2
木許実花，福田里砂， 
赤澤千春

男性看護師が抱える悩みや問題の現状

と職務キャリアの関係（第 1 報）　女

性多数の職場において男性看護師が抱

える悩みや問題の現状について

2011
男性看護師特有の悩みやストレス

に関する現状を把握する
23 病院の男性看護師 質問紙／記述統計

3 桐明孝光

男性看護師のキャリア意識の分析　大

学病院に勤務するスペシャリストおよ

び看護管理者へのインタビューを通し

て

2011

男性スペシャリスト，管理職の

キャリアに関する意識，悩みや困

難などについて把握する

大学病院に勤務する男性スペシャ

リスト，男性看護管理者
面接法／内容分析

4
翁長浩一郎，岩本祐一， 
片岡寛人ら

男性看護師のキャリア発達に関する意

識と行動
2012

男性看護師の特性を踏まえた意思

キーワード行動からキャリア発達

の様相についての調査

600 床以上，急性期医療の病院，

勤務 1年以上の男性看護師
面接法／内容分析

5 津野亜優実，関井愛紀子

男性看護師が抱くキャリアビジョンと

キャリアアップに対する思い；世代間

における比較検討

2012
キャリアビジョンを把握し，世代

別に比較する

総合病院 1施設と精神科病院 2施

設に勤務する 20 ～ 50 代の男性看

護師

質問紙／記述統計

6
中井夏子，門間正子， 
神田直樹

クリティカルケア看護領域に勤務する

看護師の職業的成熟度に関する実態調

査　職業キャリア成熟尺度と個人的背

景，認定看護師・専門看護師に対する

関心との比較

2013

看護師の職業的成熟度について個

人的背景および認定看護師・専門

看護師への関心の有無により差異

があるか否かを明らかにする

救命救急センターおよび集中治療

部門に勤務する看護師
質問紙／記述統計

7
木許実花，福田里砂， 
赤澤千春

女性多数の職場において男性看護師が

抱える悩みや問題の現状と職務キャリ

アの関係

2014

男性看護師が抱える悩みや問題の

現状と職務キャリアの関係を明ら

かにする

男性看護師が 7 名以上所属する

23 病院の男性看護師

質問紙／看護師の職務

キャリア尺度／記述統計

8
辻本雄大，前田貴彦， 
立松生陽

男性看護師のキャリアおよびキャリア

志向に関する認識と実際
2014 キャリア及びキャリア志向の把握

150 床以上の病院勤務，男性看護

師
質問紙／記述統計

9
豊嶋三枝子，沼澤さとみ， 
半田直子ら

男性看護師のキャリア意識の傾向 2014
男性看護師のキャリア意識の傾向

について明らかにする

200 床以上の一般病院，20–40 歳

代男性看護師
質問紙／記述統計

10 加藤昭尚，山田　覚
看護師のワークライフバランスの影響

要因
2015

看護師のワークライフバランスの

影響要因を明らかにする

看護経験 1 年から 17 年の男女看

護師
面接法／内容分析

11 辻本雄大，前田貴彦

クリティカルケア領域で就業する男性

看護師のキャリアおよびキャリア志向

に関する実態

2016
男性看護師のキャリア志向の実態

を明らかにする

全国 47 都道府県の 150 床以上の

クリティカル領域の男性看護師
質問紙／記述統計

12 佐々木彬，金澤鉄也
看護師の性差によるキャリアアップに

関する意識調査
2016

男性看護師と女性看護師のキャリ

アアップに関する意識の差を明ら

かにする

1 病院勤務の男性看護師と女性看

護師

質問紙／キャリアアップ

意識尺度／記述統計

13
酒井伸隆，南　貴博， 
松井　諭ら

精神科男性看護師のワークライフバラ

ンスと支援ニーズの実態　医療介護

職の妻を持つ子育て世代へのインタ

ビューより

2016

同業種（医療介護職）の妻と未

就学児を家族にもつ精神科男性

看護師のワークライフバランス

（WLB）と支援ニーズの実態を明

らかにする

医療介護職の妻と子どものいる精

神科男性看護師
面接法／内容分析

14 坂本和子，高橋永子
中堅看護師のキャリア意識に影響する

要因についての研究
2017

中堅看護師のキャリア意識に影響

する要因を明らかにする

30 歳～ 50 歳までの職位を持たな

い男性看護師
質問紙／記述統計

15 嶋本圭
眼科看護における男性看護師の調査よ

り
2017

眼科領域における男性看護師の実

態調査
眼科領域の男性看護師 質問紙／記述統計

16
藤川君江，緒方浩志， 
林　真紀

新人男性看護師の職業的アイデンティ

ティの形成過程に影響を及ぼす要因　

テキストマイニングによる分析

2017

職業的アイデンティティの形成過

程に影響を及ぼす関連要因を明ら

かにする

卒業後 1年から 3年目までの男性

看護師

面接法 
／テキストマイニング

17
前田貴彦，藤本泰博， 
平田研人

ワールドカフェから考えた自分らしい

男性看護師人生を送るために重要なこ

と

2017
交流会を通して自分らしい男性看

護師人生を送るための一助となる
男性看護師，女性看護師 面接法／内容分析

18
長岡慎也，箕越功浩， 
井上真奈美

「羞恥心を伴う看護・ケア」における

困難さと将来展望の現状について男性

看護師の属性に着目して

2017
男性看護師の将来展望の現状につ

いて明らかにすることを目的
男性看護師 質問紙／記述統計

19
上杉佑也，前田貴彦， 
辻本雄大

男性看護師が増加することに対する男

性看護師の認識
2017

所属別に特徴を明らかにするこ

と，アイデンティティの性差を検

討すること

男性看護師，女性看護師 質問紙／記述統計

20
児玉真由美，林　初美，

藤井光輝

国立病院機構 A 地区看護職員のキャ

リア志向の実態（第 3 報）　男性看護

職の職業キャリア成熟，組織内キャリ

ア，就業環境の認識

2017

キャリア成熟，組織内キャリア，

就業環境について，男性看護職に

焦点化すること

19 病院の看護職員 質問紙／記述統計

21
森　雄太，生野繁子， 
森　信之

病院に勤務する男性看護師のジェン

ダー意識の研究
2017

男性看護師の職業キャリア成熟と

その影響要因を明らかにする
病院勤務の男性看護師 質問紙／記述統計

22
児玉裕美，石田智恵美， 
安酸史子

中堅看護師の新人看護師への教育的役

割行動と自己効力感の関係
2017

中堅看護師の新人看護師への教育

的役割行動と自己効力感の関係を

明らかにする。

中堅看護師 質問紙／記述統計
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また，特定の診療科の看護師を対象にした論文は 6件

であり，それらは精神科，眼科，クリティカルケア領域，

急性期，救命救急センター，集中治療室などであった。

また看護師としての経験年数や年齢を視座とした論文は

6 件であった。個人属性としての配偶者の有無に焦点化

したものが 1件であった。その他専門看護師，管理職を

対象としたものが 1件であった。

研究方法については，質問紙法によるものが 15 件，

面接法によるものが 6件で，質問紙法によるデータ分析

は記述統計が用いられ，看護師のキャリア尺度を利用し

たものが 3件みられた。面接法においては，内容分析が

5件，テキストマイニングを用いたものが 1件であった。

2．先行文献における研究結果の内容分析について

22 件の対象論文を精読し，男性看護師のキャリア形

成やアイデンティティに関する記述部分について，内

容やカテゴリー名の表現を変えず，意味内容が損なわ

れない範囲で短文として記述したものを 1 コードとし

た。また，同一研究者の研究結果に複数の記述がある場

合は，それぞれを 1つのコードとして捉え，個々のコー

ドについて意味内容の類似性に基づき帰納的にサブカテ

ゴリー，カテゴリーと分類し命名した。その結果 104 の

コードが抽出された。それらを個々のコードについて意

味内容の類似性に基づき帰納的にサブカテゴリー，カテ

ゴリーと分類した結果，7カテゴリー，23 サブカテゴリー

に分類された。以下カテゴリーを【　】，サブカテゴリー

を〈　〉で示す。（表 2）

1）【ジェンダー意識】

このカテゴリーは〈看護師における性差〉13 コード，

〈男性看護師の割合・不公平感〉5 コード，〈男性ならで

はの強み〉4コード，〈男性看護師の現状〉3コード，の

4つのサブカテゴリー，25 コードから構成されていた。

〈看護師における性差〉については，坂本らは，キャ

リア意識に影響する要因について性別においては「キャ

リア目標」と「キャリア・コミットメント」の 2つをあ

げている15）。また，佐々木らは，男性看護師，女性看護

師共にキャリアアップを「認定・専門看護師の資格を取

得すること」と位置づけていると報告している16）。

Sugiura らの報告では，男性は職務キャリア意識が女

性より有意に得点が高く，職業的アイデンティティは男

性より女性の方が，有意に得点が高いことから，女性は

男性より看護師の業務をアイデンティティとして受容し

ていると述べ，男性看護師は看護を“収入としての職業”

として捉えている可能性が高いと述べている17）。

一方で，児玉らは，男性看護師は女性看護師と比較し

て職業キャリア成熟の「関心性」「自律性」「計画性」の

得点が女性看護師と比較して高く，男性看護師は女性看

護師と比較して認定看護師や専任教員などスペシャリス

トを目指す傾向が高いことを報告している18）。また，中

井らは，職業的成熟度は女性看護師より男性看護師が有

意に高値であることを報告している19）。

〈男性看護師の割合・不公平感〉については，嶋本は

男性が勤務している部署と勤務していない部署で不公平

感の有意差は無いが，男女の看護業務に対する不公平感

として羞恥心を伴うケアなどで不公平感があると報告し

ている20）。木許らは，男性看護師の悩みや問題の有無に

「所属科」「所属科の男性看護師割合」が有意な関連を示

していることを報告している21）。

〈男性ならではの強み〉について，藤川らは，男性看

護師の特性として「力」や「判断力」があることをあげ

ている22）。また，看護に関して嶋本は，「男性看護師に

求められていることは，ステレオタイプの男性役割イ

メージよりも男性ならではの看護である」23）と述べてお

り，前田らは，男性看護師の強みについて「男性看護師

の持ち味を活かしていく」ことを挙げている24）。

〈男性看護師の現状〉について，明野は，女性に対す

る羞恥心を伴うケア全般やそれに起因する看護ケア援助

や，女性患者への羞恥心の配慮のために師長は勤務を作

成するに当たり男性看護師の配置数を考慮する必要があ

ると25）と述べている。また，出口らは，男性看護師は

患者の羞恥心を喚起するケアで男性という理由から拒否

された体験が多い26）と述べている。さらに，長岡らは，

精神科に所属する男性看護師は一般病棟と比べ，「羞恥

心を伴う看護・ケア」について困難を感じている傾向が

みられ（p＜0.05），羞恥心を伴う看護・ケアの中で「女

性患者の羞恥心を伴う看護・ケアにおいて拒否されたこ

とがある」者が 85.9％いたことを報告している27）。

2）【アイデンティティ形成の要因】

このカテゴリーは〈中堅看護師の自己効力感〉5 コー

ド，〈職業選択動機〉5コード，〈役割の獲得・付与〉5コー

ド，〈経験年数・成熟〉4コード，〈看護の専門性への関心〉

3コード，の 5つのサブカテゴリー，22 コードから構成

された。

〈中堅看護師の自己効力感〉については，児玉らは中

堅看護師のアイデンティティ形成について「新人看護師

への教育的役割行動に，高い自己効力感を持つことは役

割行動に繋がる」28）と述べている。

〈職業選択動機〉については，辻本らは，「男性看護師

の 75.8％が看護師を第一志望としている。」29）と報告し

ており，豊嶋らの報告では「資格がもてる」「報酬がよ

い」「一生続けられる」等，看護職という職業の特徴を
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表 2　男性看護師のキャリア形成に関する記述分析

カテゴリー サブカテゴリー 記述内容

ジェンダー意識（25）

看護師における性差（13）

職業キャリア成熟の「関心性」「自律性」「計画性」の得点は女性看護職と比較して男性看護職の方が高い。
男性看護職は女性と比較して認定看護師や専任教員などスペシャリストを目指す傾向。
男性看護師のキャリアは他の医療・福祉職種との際立った差がない。
女性のほうが男性よりも「組織内キャリア」で看護実践者であることを選択する。
キャリア意識に影響する要因：性別の「キャリア目標」「キャリア・コミットメント」
男性看護師，女性看護師共にキャリアアップを「認定・専門看護師の資格を取得すること」と位置づけている。
職務キャリア意識では男性が女性より有意に得点が高い。
男性は看護を“収入としての職業 " として捉えている可能性が高い。
職業的アイデンティティは女性の方が有意に得点が高い。
女性は男性より看護師の業務をアイデンティティとして受容している。
男性看護師の WLB に対する意識は女性看護師と異なっており，実現できていない

「組織内キャリア」で看護実践者を選択した者の割合が女性は 71.6％で男性は 47.7％
職業的成熟度は女性看護師より男性看護師が有意に高値

男性看護師の偏在・不公平感（5）

眼科領域の病棟，外来，手術室，管理に 40％以上
男性が勤務している部署と勤務していない部署で不公平感の有意差は無い。
男女の看護業務に対する不公平感：22.1％の回答者が羞恥心を伴うケアなどで不公平感
悩みや問題の有無に「所属科」「所属科の男性看護師割合」が有意な関連
男女の看護業務に対する不公平感は羞恥心を伴うケアなど

男性ならではの強み（4）

男性看護師に求められていることは，ステレオタイプの男性役割イメージよりも男性ならではの看護
男性看護師が増えることが，男性看護師の職業的アイデンティティを形成することに影響を与える。
男性看護師の特性として「力」や「判断力」がある
男性看護師の持ち味を活かす

男性看護師の不利益（3）
キャリア発達に関連深い男性看護師の特徴「未発達な男性看護師の立場」
女性患者の羞恥心を伴う看護・ケアにおいて拒否された経験
男性看護師であるがゆえに目立つ行動をさける消極的行動をとっている。

アイデンティティ形成の要因（22）

中堅看護師の自己効力感（5）

中堅看護師で自己効力感が有意に高い行動：新人看護師に受容的
中堅看護師で自己効力感が有意に高い行動：自身の看護実践能力の向上に努める
中堅看護師で自己効力感が有意に高い行動：組織内の人間関係を調整する
中堅看護師では過去のプリセプター経験回数が 4回以上で自己効力感が有意に高い行動：援助方法が具体的
中堅看護師の新人看護師への教育的役割行動に高い自己効力感を持つことは役割行動の実施に繋がる

役割の獲得・付与（5）

中堅看護師では役割を付与することでもキャリア意識の向上につながる。
役割には「キャリア目標」「キャリア・コミットメント」「キャリア満足」が関係している

「職場における役割の獲得」
キャリア継続のために意識していること：「やりがいや役割の捉え方」
教育的役割行動での自己効力感は看護師の通算の経験年数や当該部署の勤務年数とは関連がない

職業選択動機（5）

男性看護師の職業選択動機は，「資格がもてる」「報酬がよい」「一生続けられる」
看護職という職業の特徴をふまえた堅実な動機と「他人の役に立てる」「医療職に興味」
男性看護師の 75.8％が看護師を第一志望としている。
看護師の志望理由は「経済的安定性」「誰かのために役立ちたい」
中堅看護師：「現在の職業への入職を後悔する」「同じ給料なら他を選ぶ」「やり直せれば他の仕事を選ぶ」

経験年数・成熟（4）

男性看護職 11～ 15 年目は「職業キャリア成熟」と「就業環境」の得点が高いためキャリア支援の効果が高い。
悩みや問題の有無に「年齢」が有意な関連
職業キャリア成熟尺度得点は年齢，看護師経験年数，救急看護師経験年数とごく弱い正の相関
看護を俯瞰的に見る

看護の専門性への関心（3）
「看護職としての将来の展望を持っている者」の内 92.2％が臨床を通じて自分の興味のある看護分野との出会いを有していた
「経験の蓄積と技術研鑽の意欲」「専門性の追求」「看護職への価値形成」
キャリア発達に関連深い男性看護師の特徴：「看護の幅を広げる」「未発達な男性看護師の立場」

就業継続要因（18）

看護師としての困難感（7）

役割や立場に対する困難
成果達成を求めていくことに対する困難
習得した技術に対する不安
周囲が認めてくれなかった時
仕事の両立の難しさ
進学のための経済的負担
子育てとの両立

働き方の価値観（5）

キャリア継続のために意識していること：「継続するための支え」「日々の努力」
「前に進む」「将来像を模索する」「継続を大切にする」
医療・福祉職として働く男性のキャリアに相関がない「プロティアン」
医療・福祉職の男性のキャリア：「職業肯定」「自己肯定」との相関
多様な変化に対応できるようプロティアン・キャリアを促進させる

衛生要因／環境要因（3）
「就業場所の規模」が職業キャリア成熟の向上に関連している。
医療・福祉職の男性のキャリア：「職場における人間関係」との相関
職種に関係なく医療・福祉職として働く男性のキャリア形成に影響するのは仕事量や勤務の不規則さ，給料などの外的要因

相談できる人の存在（3）
男性の方が「自己目標を相談できる人の存在」を必要としている者が有意に多い。
相談できる人が存在すること
困難の解決方法：「看護スタッフと共に進める ][ 身近な信頼ある上司に相談する」

家族的背景（14）

ワークライフバランス（WLB）（7）

中堅看護師においてはライフイベントを上司や周囲が理解・支援すること。
WLB の要因　環境：「職場内環境」「組織的要因」「組織外要因」
WLB の要因　個人：「個人特性」「個人の理想や計画」
自分に合った生活をする
格好良く生きる
自分らしさをもつ
精神面をコントロールする

家族の存在（4）

男性看護師の WLB の充実度：「妻の協力がある」ことで保たれている状態
「家族からの支援」が職業キャリア成熟の向上に関連している。
医療・福祉職の男性のキャリア：「家族との関係」との相関
職業的成熟度は子どものいない者より子どものいる者が有意に高値

男性性と家族（3）
男性看護師のキャリア意識には，一家の主としての役割の有無が影響する
キャリア発達に関連深い男性看護師の特徴：「家族に対する責任」
育児支援制度への興味と必要性を感じても前例がないため申請を諦めている

上昇志向の有無（12）

進学・高度専門職・管理職（6）

看護関連職種で目指すものは認定看護師，専門看護師，管理職
看護関連を含む教育機関への進学希望は大学院，4年生大学編入，認定看護師教育課程
将来像：「専門看護師等の高度な実践家」「看護管理職」の割合が高く，専門性を高めたい傾向
男性看護師のキャリア志向は目指す職種は進学，専門看護師，認定看護師，管理者

「看護系の最終学歴」が職業キャリア成熟の向上に関連している。
職業的成熟度は認定看護師，専門看護師に対する関心がある者が有意に高値

キャリアアップを意識（4）

キャリアアップという言葉の認識はどの世代も 80％以上の人が「知っている」世代間の有意差なし。
自身のキャリアアップについて「考えている」と回答した人の割合：20代と 30代が約 60％，40代と 50代が約 30％であり，有意差あり。
キャリアを意識し始めた時期・きっかけ：「将来への不安を抱いた時」「専門資格を取得しようとした時」
キャリアアップの希望への支援体制

現状維持・キャリアプラトー（2）
「なりゆきまかせ」「ジェネラリスト」の割合も高い
「キャリア発達に対する消極性」

看護師同士の関係構築（7）

女性看護師との人間関係（4）

女性看護師との交流が円滑でないと「質の高い看護の実践と追求」「対人関係の形成と調整」のキャリア得点が低い。
女性看護師に負担をかけていると感じる者は「多様な経験の蓄積」の得点が低い
女性看護師と共に多様な価値観を創出できる環境作り
女性看護師とより良い関係をつくる

男性看護師同士の交流（3）
男性看護師のつながりをつくる
新人男性看護師の職業的アイデンティティの形成過程に及ぼす関連要因：「男性看護師との良好な関係」と「柔軟な対応」
男性看護師同士の交流の場の構築

ロールモデルの存在（6）

同性のキャリアモデル（3）
同性のモデルとなる存在の育成
キャリアアップの希望を支援する体制づくりと同性のモデルとなる存在とネットワークの構築
男性看護師が身近にいることが職業的アイデンティティを形成過程で良い影響を及ぼす。

看護師としてのキャリアモデル（3）
「性別に関係なく目標となる人」が職業キャリア成熟の向上に関連している。
「キャリアモデルが存在する」20代 50％，30 代 63％，40 代 62％，50 代 100％
キャリアを意識し始めた時期・動機：「モデルや影響を与えた人物との出会い」「昇格を機に自分の立場を認識した時」



40 生活福祉学科紀要・第 16 号

ふまえた堅実な動機と「他人の役に立てる」「医療職に

興味」30）があげられている。一方で，坂本らの中堅看護

師対象の調査では「現在の職業への入職を後悔する」「同

じ給料なら他を選ぶ」「やり直せれば他の仕事を選ぶ」

という要素が高かったことが報告されている31）。

〈役割の獲得・付与〉については，翁長らは，男性看

護師のキャリア発達の要素の一つとして「職場における

役割の獲得」をあげており32），坂本らは，中堅看護師に

役割を付与することはキャリア意識の向上につながると

述べている33）。また，桐明は男性の認定看護師や専門看

護師および看護管理者へのインタビュー結果から，キャ

リア継続のために意識していることとして「継続するた

めの支え」「やりがいや役割の捉え方」「日々の努力」に

分けられたことを報告している34）。

〈経験年数・成熟〉については，中井らによると，職

業キャリア成熟尺度得点は年齢，看護師経験年数，救急

看護師経験年数とごく弱い正の相関を認めることを報告

している35）。

また，児玉らは，男性看護職 11 ～ 15 年目は，「職業キャ

リア成熟」と「就業環境」ともに得点が高いため，この

時期でのキャリア支援は効果が高いと考える36）と述べ

ている。

〈看護の専門性への関心〉については，長岡らによると，

将来展望で「看護職としての将来の展望を持っている者」

は 53.7％であり，その内の 92.2％が臨床を通じて自分の

興味のある看護分野との出会いを有していることを報告

している37）。また，翁長らは，男性看護師のキャリア発

達の要素として「経験の蓄積と技術研鑽の意欲」専門性

の追求」「看護職への価値形成」をあげており，その上で，

キャリア発達に関連深い男性看護師の特徴として，「看

護の幅を広げる」ことをあげている38）。

3）【就業継続要因】

このカテゴリーは〈看護師としての困難感〉7コード，

〈働き方の価値観〉5コード，〈環境要因／衛生要因〉3コー

ド，〈相談できる人の存在〉3 コードの 4 つのサブカテ

ゴリー，18 コードから構成された。

〈看護師としての困難感〉については，桐明は，男性

看護師の困難感の要素として「役割や立場に対する困

難」，「成果達成を求めていくことに対する困難」，「習得

した技術に対する不安」，「周囲が認めてくれなかった

時」，「仕事の両立の難しさ」，「進学のための経済的負担」，

「子育てとの両立」があることを報告している39）。

〈働き方の価値観〉については，内海らは，医療・福

祉職で働く男性のキャリア形成の考え方においては，「職

業肯定」と「自己肯定」間に相関関係が認められたが，「プ

ロティアン・キャリア」については相関がなかったこと

を報告し，多様な変化に対応するための「プロティアン・

キャリア」を促進させる必要性を述べている40）。また，

桐明は，男性看護師がキャリア継続のために意識してい

ることについて「継続するための支え」と「日々の努力」

をあげており41），前田らは，男性看護師にとっての自分

らしい男性看護師人生を送るために重要なことの要素と

して，「前に進む」，「将来像を模索する」，「継続を大切

にする」を報告している42）。

〈環境要因／衛生要因〉については，内海らは，医療・

福祉職で働く男性のキャリア形成の考え方においては，

「職場における人間関係」は「家族との関係」と「職業

肯定」間に相関が認められたこと，医療・福祉職として

働く男性のキャリア形成に影響するのは仕事量や勤務の

不規則さ，給料などの外的要因の影響も重要であると述

べている43）。また，森らは，「就業場所の規模」が男性

看護師の職業キャリア成熟の向上に関連していると述べ

ている44）。

〈相談できる人の存在〉については，森らは，男性看

護師の職業キャリア成熟とその影響要因の中で，「相談

できる人の存在」が重要であることを報告している45）。

また，佐々木らは，女性看護師との比較アンケートの中

で男性看護師は「自己目標を相談できる人の存在」を必

要としている者が有意に多いことを報告している46）。

4）【家族的背景】

このカテゴリーは，〈ワークライフバランス（以下

WLB と記載）〉7 コード，〈家族の存在〉4 コード，〈男

性性と家族〉3コードの 3つのサブカテゴリー，14 コー

ドから構成された。

〈WLB〉については，加藤らは，男性看護師の WLB

への影響要因として，環境では「職場内環境」「組織的

要因」「組織外要因」をあげ，個人では，「個人特性」「個

人の理想や計画」をあげている47）。また，前田は，男性

看護師らしい人生を送るための要素として「自分に合っ

た生活をする」「格好良く生きる」「自分らしさをもつ」「精

神面をコントロールする」をあげている48）。また，坂本

らは，中堅看護師においてはライフイベントを上司や周

囲が理解・支援することの重要性を述べている49）。

〈家族の存在〉については，内海らは，医療・福祉職

の男性のキャリアにおいて「家族との関係」は「職業肯定」

と相関があることを報告している50）。同様に，酒井らは，

男性看護師の WLB の充実度において「妻の協力がある」

ことで保たれている状態であることをあげ51），森らは，

「家族からの支援」が職業キャリア成熟の向上に関連し

ていると述べている52）。
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〈男性性と家族〉については，酒井らによると男性看

護師においては，家庭と仕事の多重役割によるストレス

から育児支援制度への興味と必要性を感じていたが，こ

れまで育児支援制度を利用した前例がないという理由な

どで申請を諦めている現状があった53）。また，豊嶋らは

男性看護師のキャリア意識には，一家の主としての役割

の有無が影響すると述べており54），翁長らもキャリア発

達に関連深い男性看護師の特徴として「家族に対する責

任」があると述べている55）。

5）【上昇志向の有無】

このカテゴリーは，〈進学・高度専門職・管理職〉6コー

ド，〈キャリアアップへの意識〉4コード，〈現状維持・キャ

リアプラトー〉2コードの 3つのサブカテゴリー，12 コー

ドから構成された。

〈進学・高度専門職・管理職〉については，辻本らは，

男性看護師のキャリア志向についての調査において，看

護関連職種で目指すものとして「認定看護師，専門看護

師，管理職」があげられていること，看護関連を含む教

育機関への進学希望は「大学院，4 年生大学編入，認定

看護師教育課程」があげられていることを報告してい

る56）。長岡も男性看護師がキャリア志向において目指す

職種は進学，専門看護師，認定看護師，管理者をあげて

おり57），同様に豊嶋らも男性看護師の考える将来像につ

いて「専門看護師等の高度な実践家」「看護管理職」の

割合が高く，専門性を高めたい傾向にあると述べてい

る58）。

また，中井らは職業的成熟度については，認定看護

師，専門看護師に対する関心がある者が有意に高値で

あったことを報告しており59），森らは「看護系の最終学

歴」が職業キャリア成熟の向上に関連していると述べて

いる60）。

〈キャリアアップへの意識〉については，津野らは，

男性看護師における，キャリアアップという言葉の認識

はどの世代も 80％以上の人が「知っている」と回答し

ており世代間の有意差がないこと，自身のキャリアアッ

プについて「考えている」と回答した人の割合では，20

代と 30 代が約 60％，40 代と 50 代が約 30％であり有意

差があったことを報告している61）。また，桐明は，キャ

リアを意識し始めた時期・きっかけについて「将来への

不安を抱いた時」や「専門資格を取得しようとした時」

であったことを報告しており62），辻本らは，男性看護師

に対するキャリアアップの希望への支援体制の整備が重

要と述べている63）。

〈現状維持・キャリアプラトー〉については，豊嶋ら

の調査において男性看護師はキャリア形成について「な

りゆきまかせ」や「ジェネラリスト」でいることの割合

が高いことを報告しており64），翁長らも，男性看護師は

「キャリア発達に対する消極性」があることを報告して

いる65）。

6）【看護師同士の関係構築】

このカテゴリーは〈男性看護師同士の交流〉4コード，

〈女性看護師との人間関係〉3 コードの 2 つのサブカテ

ゴリー，7コードから構成された。

〈男性看護師同士の交流〉について，藤川らによると，

新人男性看護師の職業的アイデンティティの形成過程に

及ぼす関連要因として，「男性看護師との良好な関係」

と「柔軟な対応」が抽出された66）。また，辻本らも，男

性看護師が看護職を継続し，キャリアアップの希望があ

る場合はそれを支援する体制づくりとともに同性のモデ

ルとなる存在とネットワークの構築が必要であると述べ

ている67）。さらに，前田らは「男性看護師のつながりを

つくる」ことが必要であると述べている68）。

〈女性看護師との人間関係〉について，木許らの看護

師の職務キャリア尺度を用いた調査では，女性看護師に

負担をかけていると感じる者は「多様な経験の蓄積」の

得点が低く，男性看護師において，女性看護師との交流

が円滑でない場合は，看護師の職務キャリア尺度の 4下

位尺度のうち「質の高い看護の実践と追求」「対人関係

の形成と調整」に関するキャリア得点が低いことを報告

している69）。また，前田らは，男性看護師を主とする集

会において得た知見の中で，男性看護師は職場におい

て「女性看護師とより良い関係をつくる」ことを重要と

していると述べている70）。一方で男性看護師がマイノリ

ティである職場環境における行動や振る舞いについて，

藤川らは男性看護師であるがゆえに目立つ行動をさける

消極的行動をとっていると報告している71）。

7）【ロールモデルの存在】

このカテゴリーは，〈同性のキャリアモデル〉3コード，

〈看護師としてのキャリアモデル〉3 コードの 2 つのサ

ブカテゴリー，6コードから構成された。

〈同性のキャリアモデル〉については，辻本らは，男

性看護職のキャリア支援のためには，同性のモデルとな

る存在の育成が必要とし，キャリアアップの希望を支援

する体制づくりと同性のモデルとなる存在とネットワー

クの構築が重要と述べている72）。また，藤川らは，男性

看護師が身近にいることが職業的アイデンティティを形

成過程で良い影響を及ぼすと述べている73）。

〈看護師としてのキャリアモデル〉については，桐明

は，男性看護師がキャリアを意識し始めた時期・動機に

おいては，「モデルや影響を与えた人物との出会い」や
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「昇格を機に自分の立場を認識した時」であったと報告

している74）。森らも男性看護師の職業キャリア成熟の向

上の要素について「性別に関係なく目標となる人」が関

連していると述べている75）。また，津野らは，男性看護

師において「キャリアモデルが存在する」と答えたの

は 20 代で 50％，30 代で 63％，40 代で 62％，50 代では

100％であったと報告している76）。

Ⅴ．考察

本研究においては，22 件の論文を対象としたが，半

数以上の 12 件が 2016 年以降のものであり，全てが男性

看護師を対象としていた。これには，2014 年の男女共

同参加白書77）の主要テーマとして「変わりゆく男性の

仕事と暮らし」が取り上げられたことが要因の一つと考

えられる。これまで男女雇用計画白書は女性に焦点化し

て報告される傾向がみられたが，このテーマにより男性

看護師においても WLB も考慮したキャリア形成につい

て考える機会になったと考えられる。WLB も加味した

キャリア形成については，ジェンダーの平等性が根底に

あると考えられる。本研究においても 7つのカテゴリー

が見出されたが，男性看護師のキャリア形成に影響する

要因は【ジェンダー意識】が最も多い結果となった。

そこで本稿ではジェンダーを視座におき，男性看護師

に特徴的なキャリア形成およびジェンダーフリーな要因

との 2つの視点から考察を進めていく。

1．男性看護師に特徴的なキャリア形成について

本稿においては，【ジェンダー意識】を構成する〈男

性看護師の不利益〉〈男性ならではの強み〉〈男性看護師

の偏在・不公平感〉〈看護師における性差〉を経験しな

がら，〈女性看護師との人間関係〉〈男性看護師同士の交

流〉のような要因が抽出され，女性社会といわれていた

看護師の社会において，男性看護師の居場所が制約され

ている様子が窺えた。これは男性看護師がマイノリティ

であることに起因するところが大きいであろう。

今後も，男性看護師が増加している傾向にあるとはい

え，男女が半々になるか，女性看護師数を超えることが

ない限り，「男性」看護師という名称が存続するであろ

うと考える。上杉ら78）によると男性看護師が増加する

ことについては，「男性看護師に期待されている役割が

発揮できる」「患者にとって有益である」等の肯定的な

影響があるという認識がある一方，「患者からの需要が

少ない」「組織にとって問題が生じやすい」等の否定的

な認識，「増加することで現状に変化はない」「性差を考

慮する必要はない」等の看護は性中立的な職業とする認

識に大別されると述べている。

本稿においても，男性看護師においては〈男性ならで

はの強み〉がある一方で，〈男性看護師の偏在・不公平感〉

〈男性看護師の不利益〉のような要因が抽出され，女性

社会といわれていた看護師の社会において，男性看護師

の居場所が制約されている様子が窺えた。これも男性看

護師がマイノリティであることに起因するところが大き

いであろう。

藤川ら79）は男性看護師が目立つ行動をさけ，消極的

行動をとっていること，上杉ら78）は無難な道を歩もう

とすることを指摘しており，女性が多い社会での処世術

として裏付けられることが窺える。

〈男性看護師の不利益〉についていえば，排泄のケア

などにおいて男性看護師に否定的な評価があるため，そ

れが限界でありながらも強みを生かした〈男性ならでは

の強み〉という要因もあるため，男女両性が必要である

ことを社会的に認識されることが必要であろう。江波戸

は，看護師はケアの担い手として女性が多くケアは女性

の仕事と考えられており，ライフサイクルに影響される

ためキャリアデザインが困難であると述べている80）。こ

れらのことから，性差に基づく看護師としてのケア役割

やキャリアデザインの構築は性差に関係なく，その人の

個別性にあると考えることが必要であり，そのためには，

看護は女性の仕事であるという意識が薄らいでくること

が期待される。

成田ら81）も，自信や看護観を持つにつれて困難を性

差に伴う制約と考えず，肯定的に捉えるように変化して

いる様子を報告している。これらのことから，「男性」

看護師であるということを，看護師としての一つの個人

属性であると捉えることが賢明であるという示唆を得た。

一方で【ジェンダー意識】のサブカテゴリー〈男性性

と家族〉については，看護師であることに関係なく，旧

来からある男性のジェンダー意識そのもので，家族のた

めに働く，一家を支えるなどの意識が看護においてもあ

ることがわかった。

また【家族的背景】のサブカテゴリー〈WLB〉から，

男性看護師には女性と同様に WLB を意識した考え方が

あること，職場の上司に対してライフイベントに関する

理解を期待していることも明らかとなった。男性看護師 

に特徴的なキャリア形成の要因に，【家族的背景】にお

ける〈家族の存在〉〈WLB〉が抽出されたことは他の職 

業の男性とは異なる可能性もある。また，金井82）は，生 

涯発達学の視点から大切な人たちとの関係性の中でキャ 

リアを捉えられることが重視されていると述べている。

そして，人間関係に起因するカテゴリーである【看護

師同士の関係構築】においては，看護におけるマイノリ
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ティである男性看護師の特徴があらわされていると考え

られる。すなわち，〈女性看護師との人間関係〉では，

マジョリティである女性看護師との関係性を考慮してい

る事や，〈男性看護師同士の交流〉により，マイノリティ

同士においてコミュニケーションを図り情報共有や共感

を得ようとしている行動は，看護師社会における男性看

護師としての処世術であり，看護師同士の人間関係構築

の中には男性看護師ならではの関係構築が重要と考えら

れ，これらは男性看護師特有のキャリア形成や職業継続

要因に寄与すると捉えられる。これらのことから，職場

の性別を考慮した人間関係や家族関係を大切にすること

も，キャリア形成に影響していることが窺えた。森ら83）

は，男性看護師には周囲との協調性を保ち，円滑な人間

関係を形成するであろう肯定的共同性が高いと述べてお

り，これは男性看護師における女性性の中核であるとさ

れている。このことから，〈女性看護師との人間関係〉〈男

性看護師同士の交流〉を構築しながらマジョリティにあ

る女性看護師と共同していることが推察される。

概して，内海ら84）のいう旧来からのジェンダー意識

とは異なるプロテアンな働き方が男性看護師における将

来を通した働き方であり，ジェンダー意識にこだわらな

い生き方であろう。

2．ジェンダーフリーな視点でのキャリア形成について

本研究における【アイデンティティ形成の要因】【就

業継続要因】【上昇志向の有無】【ロールモデルの存在】は，

「職業キャリア成熟」に関係するジェンダーフリーな要

因であると捉えられる。これらは看護師に限らず，全て

の職業においてキャリア形成に影響する要因ではないか

と推察される。

【上昇志向の有無】に関しても認定看護師，専門看護

師，管理職などのキーワードが抽出され，近年のキャリ

アアップに不可欠なキーワードを反映していると捉えら

れる。【ロールモデルの存在】については，性別に関係

なくキャリア形成に不可欠な要因であると考えられる。

関根ら85）も「看護することが好きであると感じてい

る者」の他，「仕事継続の意志がある者」「認定看護師」

「ロールモデルの存在がいる者」にキャリア・コミット

メントが強い傾向があり，性別を問わず【ロールモデル

の存在】自身の【職業継続の要因】が重要と報告している。

また，本研究では【上昇志向の有無】というカテゴリー

が見出された。これまでの文献検討において「上昇志向」

というキーワードでは文献が見当たらずに終結していた

が，専門看護師，大学院への進学，及び管理職への昇格

などの他，豊嶋ら86）の「なりゆきまかせ」やスペシャ

リストとに拮抗する「ジェネラリスト」などのキーワー

ドも抽出されており，これらを包括して【上昇志向の有

無】とした。【上昇志向の有無】はキャリア形成や就業

継続要因，就業継続意欲に影響する重要な要因であると

考える。

Ⅵ．結論

男性看護師のキャリアに関する文献 22 件を分析した

結果，本研究において概観できたキャリア形成に影響す

る要因は以下の通りである。

1． 男性看護師のキャリア形成に関する先行研究の分析

を通して，男性看護師のキャリア形成に影響する要

因について 7つのカテゴリーが抽出された

2． 7 つのカテゴリーのうち，男性に特徴的なカテゴリー

として【ジェンダー意識】【家族的背景】【看護師同

士の関係構築】の 3カテゴリーがあげられ，【ジェン

ダー意識】【家族的背景】は社会における男性性が影

響していた。また【看護師同士の関係構築】は，マ

イノリティである男性看護師がマジョリティである

女性看護師との人間関係に関する要因であった。

3． 7 つのカテゴリーのうち【アイデンティティ形成の

要因】【就業継続要因】【上昇志向の有無】【ロールモ

デルの存在】は，性別に関係なく看護師のキャリア

形成に影響する要因と考えられた。

4． 本研究の独自的視点として【上昇志向の有無】とい

う要因が抽出された。これは，性差に関わらず看護

師のキャリア形成に影響する要因であり，大学院へ

の進学，専門看護師，管理職への昇格，キャリアアッ

プなどの意識に影響すると捉えられた。
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